









































































































































































































































































































































excelenciesofhercharacterand truly loved hersociety,Imustconfessthathisaffection
originatedinnothingbetterthangratitude,or,inotherwords,thatapersuasionofherpartiality
forhim hadbeentheonlycauseofgivingheraseriousthought.Itisanew circumstancein
romance,Iacknowledge,anddreadfulyderogatoryofanheroine・sdignity;butifitbeasnewin
commonlife,thecreditofawildimaginationwilatleastbealmyown. （p.227）
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オースティンは，リアリズムによりヘンリーとキャサリンを結びつけた。キャサリンの彼の話に熱心
に耳を傾ける様子，何事にも正直に当たる純粋さ，裏表のない性格，妹エリナーとの関係，そしてヘ
ンリーへの一途な思いがヘンリーのキャサリンへの気持ちを愛情に変えたのである。キャサリンの自
分では気づかぬ積極性が，ヘンリーの気持をとらえる結果になった。これは「恋愛物語としては新し
いパターンかもしれないし，ヒロインの名誉を著しく傷つけることになるかもしれない」が，現実に
あり得ることであり，リアリズムに基づいた展開である，とオースティンは主張する。そうでなけれ
ば，オースティン自身の ・awildimagination・（「奔放な想像力」）の賜物であるとうそぶいている。
ここでヒロインのキャサリンが，全く世間知らずであるとの設定が生きてくる。ジュリエット（Juliet）
がロミオ（Romeo）が聞いていると知らずに彼への思いを告白してしまう状況と酷似した展開と言え
よう。シェイクスピアは，男性中心社会において世間の慣習に染まらぬほど若いヒロイン，ジュリエ
ットを自分の感情をストレートに表現する新しい女性像として創造した。オースティンはこれに触発
されてか，キャサリンを世間知らずの十七歳に設定することで，女性は男性からのプロポーズを数度
断ってから受け入れるという当時の慣習を彼女に破らせ，自らの気持ちをストレートに表現させると
いうリアリズムに即して物語を展開させる。つまり，マナーズを通して人物を描写し，真の姿を浮か
び上らせているのである。マナーズを通じてリアリズムの視点から，「人間性に関する完璧な知識と，
さまざまな人間性に関する適切な描写と，はつらつとした機知とユーモアが，選び抜かれた言葉によ
って世に伝えられ」ることが，オースティンの小説に対する姿勢なのである。
『ノーサンガーアビー』の最後は，ティルニー将軍への現実的な言及で締めくくられる。身分や
社会的地位を重んじる将軍は，もちろん，ヘンリーとキャサリンの結婚を認めない。だが，結婚して
貴族となった娘エリナーからふたりの結婚を認めてほしいと頼まれると，喜んで承諾する。ティルニ
ー将軍は家長として家庭での絶対的地位を誇り，ティルニー兄妹は父には絶対服従であった。しかし，
今やティルニー将軍は，貴族という地位に敬意を表し，娘の願いはすべて喜んで聞き入れる。男性中
心社会でジェントリー15として，父親として絶対の権威をふるってきたにもかかわらず，上流階級に
属することになったエリナーに対しては，たとえ娘といえども服従する父親をリアリスティックに描
くことで，オースティンはジェントリー階級のティルニー将軍の立場の危うさを浮き彫りにすること
を忘れなかった。
注
1 JaneAusten,NorthangerAbbey,PenguinBooks,1995,p.13.以後，本文からの引用はすべてこの版
による。
2 訳は中野康司訳『ノーサンガーアビー』（東京:ちくま文庫，2009年）。以後，本文の訳はすべてこの版
による。
3 川本氏はマナーズについて次のように説明する。「小説において人物を創り上げているもの一切を，マナー
ズとよんで差支えなかろう。」，川本静子，『ジェインオースティンと娘たち:イギリス風俗小説論』（東京:
研究社，1984年），p.18.
4 橋口稔編著，『コンパクトイギリス文学史』（東京:荒竹出版，1983年），p.234.
5 大島一彦，『ジェインオースティン:「世界一平凡な大作家」の肖像』（東京:中公新書，1997年），p.119.
その他の理由として考えられることは，同書p.120.を参照のこと。
6 MarilynButler,・Introduction・inNorthangerAbbey,PenguinBooks,1995,pp.xxxvixxxvi.
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7 大島一彦，pp.1189.
8 川本静子，p.5.
9『お気に召すまま』でタッチストンは以下のように語る。・Thefooldoththinkheiswise,butthewise
manknowshimselftobeafool.・AsYouLikeIt,V,i.
10 参照:・Tilneysaysitisalwaysthecasewithmindsofacertainstamp.・（p.136）,・Tilneysays,
thereisnothing......Ibelieveheisveryright.・（p.138）
11 ジョンは，キャサリンがアレン氏の財産相続人だと勝手に思い込み，それが理由でキャサリンとの結婚をも
くろんでいた。
12 オースティンの作品では，SenseandSensibilityのMarianneにしろMansfieldParkのMariaにしろ，
マナーズに問題のある女性には厳しい結末が用意されている。
13 MarilynButler,p.xxxvi.
14 ibid.,p.xxvii.
15 ジェントリー階級とは「大貴族や大地主の下に位置する」階級で「借地人を抱えられるほどの土地財産を所
有」する階級を指す。ダニエルプール，『19世紀のロンドンはどんな匂いがしたのだろう』（東京:青土
社，1997年），p.62.
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